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樹高 曲 線

立木材積の正確な る算定は樹高曲線の適確な査定に俟つと ころが 

多v。資材間査に際し、樹高曲線の査定は調査地の各異る林分を包 

括せる平均値でなければな らは. 各異る 地況や林況に亙って 直徑 

に 對 す る 勝商高を Tし、全林の 標 ﾡた るべき 樹商山線を 算 出す る 必 

要がある。

夕樹高曲線は同一樹種であっても立地に依つて著しい差異を有す 

る。更に各異る地況、林況を平均せる總體的の樹高曲線は又前者と 

相違するものてある。以下野幌國有林に於ける ト ドマッに就いて之 

等の關係を例示し實行上の參考に供したいと思ふ。

野幌國有林の立地的概念

野幌國有林は石狩凹地帶に位 し、海抜高百米以下の低い平坦 に近 

い丘酸林てある。

土壤は第四紀洪積層に屬し、槪して下層は粘重な埴土て、、、從って 

根系は極めて淺い。樹高生長に最も影響する風連は第一表の如 く て 

あって、生長期は南南西の風が主風で、可成風速が強い方である。

第 1表 野幌國有林に於け る 平均風速度及び風向

(昭 8,9,10 年の不均価)

月
風速度 

m/Seo 風 向

I 3.4 S 42 26. 4 w

I 2.9 S 40 14. 4/ w

3.3 S 30 35. 3 / w

N 3.7 S 40° 21. 2/ W



月
風.度 

m/sec 風 向

V 3.9 S 24° 22. 3 w

W 3.3 S 11 41. 5 w

3.0 S 12・39. 2/ w

V 2.6 S 17 23. 6 w

I 2.5 S 14°31.3^ w

X 2.6 s 31° 12. 2/ w

3.3 S 49° 13. 6 w

I 2.7 s 42° 24. 5" w

立地並VC群落型と樹高曲線との開係

A標準地は當國有林の地位を三等分する時は、 I等地にﾡし、常 

丘陵の中央の廣い平坦地に位し、化學性に富む黑色土壤で羊歯類の 

地床植生群落を有する トド〜 ツー齊林分であ り ・ 1標準地は常國有 

林のII等地にﾡし、西東に級る く 走向 する 尾根筋の褐色土壌に位 

し、單層林に近い林分 を構成 する トドマツー常綠灌木、麻植性車本 

群落である。

第2表 地位に依 る 樹高曲線の差異
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20 1 22.2 20.78 - 1.42 20 7 15.7 16.51 +0.81
22 1 20.3 21.65 + 1.35 22 3 16.5 17.82 +0.82

24 1 24.3 22 38 -1.92 24 4 17.9 18.04 十 0.14

26 2 23.4 23.02 - 0.38 26 4 183 18.68 +0.38

28 2 23.7 23.57 - 0.13 28 2 19.4 19.25 - 0.15

20 1 24.5 24.05 - 0.45 30 9 19.4 19.76 + 0.36

32 — — 24.48 — 32 7 20.4 20.23 -0.17

34 5 26.0 24.86 - 1.14 34 12 21.5 20.65 - 0.85

36 1 27.0 25.20 -1.80 36 8 21,0 21,04 - 0.04

33 7 25.6 25.51 - 0.09 38 6 21.0 21.39 + 0.29

40 7 26.1 25.79 +031 40 3 22.0 21.72 一 0.28

42 3 25.7 26.05 + 0.35 42 6 21.9 22.02 + 0.12

44 4 26.3 26.28 - 0.02 44 4 22.5 22.30 一 0.20

46 3 26.7 26.49 一 0.21 46 2 22.5 22.56 + 0.06

48 3 270 2669 -0.31 48 3 22.3 22.80 + 0.50

50 1 25.0 26.87 + 1.87 50 — — 23.03 —

52 3 27.0 27,04 + 0.04 52 1 23.5 23.24 - 0.26

54 3 26.8 27.20 + 0.40

56. 3 26.5 27.34 + 0.84

58 1 27.7 27.48 - 0.22

60 3 27.2 27.61 + 0.41

62 — — 27.73 —

64 1 27.5 27,84 + 0.34

66 1 28.0 27.95 -0.05

68 -- 28 05 —

70 28.14 —

72 28.23 —

74 .28.32 一

76 1 28.5 28.40 - 0.10
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第|岡 也 位別 トドマ 高曲 繰

即ち兩林分とも トドマツﾡ商山線はH= 55 なる曲線式で表示 

し得るが、直徑級同一であっても、樹高は立地及群落型に依って可 

成り の差異があ る。今中. 大徑木 (22～56ﾡ) の樹高曲線の平均値 

に依り、兩林分の樹高 を比較する に、I鈴地はJII築地に比して4.12 

米高く、又大御木 (42～52極) にあつてはI等地はJI4企地に此止して 

3.91米高いのてあ る。
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林分構成相V基 & 樹高曲線の差異

トドマツ樹高曲線は立地が同一であっても、林分の構成狀況に依 

つて亦相違する ものである。C標準地とD標ﾡ地とはﾡ接し、立地 

的には殆んど差異を認められないのであって、兩者とも理學性不良 

ならざる黑褐色土壌に位し、林床はオクヤマザサ疎に散生し、之に

オシダ、 シラネッラビ、 フッキサッ等を随件する群格落てあるが、 C 

標準地はﾡ格状にトドマッのみて構成せられる一ﾡ林分て、國 

林のII等地にﾡ常し、D標準地はﾡ葉樹大種木を混ﾡし、トドマツ 

小徑木に富む擇伐型林分であ る。

標準地而種の小なのは同一立地•で、構成型の異る特隊を究びる爲 

に局限せられたのてある。従ひてﾡ料が催少てあるが、次の如き傾 

向を究ひ得るのてある。

第3表 林分構成相に依る樹高曲線の差異
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C 相 準 地

トドマツー齊林分 (I等地) 

ix.r_ D-3.96522

n 標 準 地

針t、ﾡ押伐林分

I線式1I=3241110.6420o9 ノ 1 
324曲線式 - 0.23794+0.03216D
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8 一 8.35 — 8 2 11.5 10.10 -1.40
10 — 10 96 — 10 11 108 11.39 + 0.59
12 - 13.04 — 12 7 12.1 12.64 + 0.44 ■
14 — 14.73 — 14 5 13.9 13 67 一 0.33
16 — — 16.12 — 16 4 13.4 14.52 +1.12
18 — — 17.30 — 18 3 14.6 16.45 + 0.80
20 — — 18.31 — 20 4 16.4 16.21 - 0.19
22 1 20.8 19.18 - 1.62 22 3 18.2 16.98 - 1.22
24 — — 19.94 -・ 24 3 18.9 17.70 - 1.20
26 4 20.6 20.61 + 0.01 26 3 19.6 18.37 - 1.23



c 標 消 地

•トドマツー齊林分 (I等地)

.. . D-3.86522

D 相 準 地
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I線式II= 24山1liテv 丄 * -- 023794+0.03216D 0.93
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28 1 22.0 21.20 - 0.80 28 1 19.0 19.01 + 0.01

30 5 21.5 21.73 + 0.23 30 2 18.8 19.61 + 0.81

32 3 21.3 22.20 + 0.90 32 2 21.5 20.19 - 1.31

34 '3 22.9 22.63 -0.27 34 5 21.0 20.73 -0.27

36 3 22.1 2302 +0.92 :36 3 21.0 21.25 + 0.25

38 . 3 23.7 23 38 -0.32 38 1 20.3 21.75 + 1.45

40 3 23.0 23.70 + 0.70 | 40 1 21.0 22.23 + 1.23
42 2 24.2 24.C0 - 0.20 42 1 22.0 22.68 十 0.63

44 3 24.5 24.28 一 0.22 44 4 24.3 23.13 - 1.17

46 — — 24.53 — 46 — — 23.55 ・ -

48 3 24.6 24.77 + 0.17 ! 48 2 24.4 23.96 - 0.44

50 3 25.0 24.99 一 0.01 50 — — 24.35 —
52 — — 25.20 -・ d2 — — 24.73 —

54 — -・ 25.39 — 54 2 24.5 25.C9 - 0.59

56 — — 25.57 — 56 2 25.4 25.44 + 0.04

林分構成型に基く トドマツ樹高の差異にﾡしては一ﾡ林分なるC 
標津地はH= 次為書贏万て、擇伐林分た る D 標準地は H = 3.24 
11D480.03ダイな る ﾡ商聞線式を とるのてある。

今14-56種の商ﾡ級の樹高曲線の卒均価て比越す る に、二株み 

は遅住林金 ムこ 比して 146米高く、更に最もﾡ高のﾡ巣ある26梅の 

徑級て'"は 2.2 驻高いのである。即もﾡ役林では全ﾡ的に曲線の一 

ブが含てあるが、一齊林では小徑木は被壓の為、樹高低いが、中徑 

木は側旅の爲細長'であるから、その曲線は始め念に上するが、20 
ﾡ級か ら はﾡ次ﾡ となつて居る ので あ る。

ﾡ2団

林 才 成型 別 トドマ オ 高 曲線

生育状況V基く樹高の相違

今林分の構成狀態が曲線に及す影響に就てトドマツを單木的に分 

解して見る と第3 圖の如 く てあ る。一齊林分では直徑の割に樹高が 

大てあ つて、即ち B 群に屬す る b木の如合 は極め て細長な側ﾡ木 

て、目通面御20.8ﾡに増し樹高は、21.6米に及んて居る。拝役林にあ
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つては被 腰木、又は枝條の張って居る優占木が多く、従つて面径に 

比して樹高は低いのである。即ち被曜木は上木の被蔭の爲、樹高生 

長は微々 として停滞狀態を續け、枝ﾡはﾡ蓋ﾡにﾡの方にﾡつて同 

化作用 を替んて届 るから、樹高に比べて 直徑の生長が大 となる のて

あって、即ちA群にﾡする。木は直ﾡ25.4福に到し樹高17.0*に過 

きない。又優占木は枝條の繁茂に依り旺盛な同化作用を密み、從つ 

て樹高に比 し直徑の肥大生長が一層•大 となる のてあって、即ちa 木 

は直徑 21.3本に到 し樹高 10.5米て、前記一ﾡ林みの麺似直ﾡ殺の b 

標準木に比べる と可成に樹高の差がある。

各異地況、林況の平均樹高曲線

前記 の ト ド マ ッ ﾡ 商訓査 資 料 り と 昭 和11年秋季 の 風倒 木ﾡ 高 調査、 

並にI和10年度官行研伐木の樹高間査資料を加へ、各異る地況、林 

況よ b得なる ト ドマッ742本に就いて不均しな樹商高山線は第4表、 

第4岡の如く H=2.1620D""io.84%"てある。更に又、林學博士 

中島廣吉 氏が、天鹽、野幌、苫小牧、雨龍産の ト ドマッ、エゾー 

ッ、ケカーゾマッ、1.103本に依つて算出 した樹高山線を計上すれば 

H=1.113D110b.si56%て第4表、第4園の如くてある。即ち 

面i種のﾡ合的不均樹高山線は局所的林分に比べて山線のカー ブが会 

てある。之は立地條件良好なる林分は大徑木多く、樹高大であるに 

對し、不良な立地の林分は樹高低く、且大徑木の本數が僅少なのに 

基く ものて、小徑木の樹高は優良な立地に於て も、被壓の為に却て 

低い場合が多 く、又中徑木に於て は各異の樹高が平均せ られる公に 

中央価をと b、從って全般的に見た曲線の カーブは急とな る のであ 

る。更に又各地方 を綜合 して平均値 を算出 する 時は以上の傾 向が向 

一層著しく現れるのである。

第4表 各具地況、林況の平均樹高曲線

ト ド マツ 平均 樹高 針菓樹平均樹嘉(中島博士算出)

M線式H= 1.113D1.19691 a立
・・ ・ ー

山線式H =2.1620D99444 08 V1T
4C8

(m) (ポ)

山に 
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式る価
米

實と

間 の

価 送
(米2 e)

山に 

線依出 

式る価
S米)

8 28 9.46 9.43 - 0.03 8 7.54

10 46 10.10 10.99 + 0.89 10 9.20

12 31 12.93 12.39 - 0.59 12 10.76

14 33 12.30 13.66 + 1.36 14 12.23

16 18 15.02 14.81 - 0.21 16 13.61

18 17 16.27 15.87 - 0.40 18 14.91

20 20 16.54 16.85 + 0.31 20 16.14

22 14 18.40 17.75 - 0.65 22 17,31

24 18 18.74 18.59 一 0.15 24 18.41

26 21 19.77 19.36 一 0.41 26 19.45
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ト ドマッ不均 樹 高5 針菓樹平均樹高(中島博士党出)

山線式1I=1.113D1:1969ba1s話%"山線式I=2.1620D° .9444
O.84

ノ D 
C8

平 曲に
T と I 1

明 I:ﾡ
均 
樹

線山 i の 線イ山川

高;
(め

式 る 値
(米)

値 送
(〕 im

式る価
(米)

28 16 20.20 . 20.09 - 0.11 28 20.43 ・

30 33 20.45 20.76 十 0.31 30 21.37

32 32 21.36 21.38 + 0.02 32 22.25

34 43 21.91 21.97 + 0.06 ； 34 23.10

36 39 22.06 22.52 + 0.46 36 23.89

38 33 22.35 23.04 + 0.69 38 24.65

40 50 23.76 23.51 - 0.25 4o 25.37

42 42 23.55 23.97 + 0.42 42 26.05

44 43 24.76 24.39 -0.37 44 26.70

46 31 24.65 24 78 + 0.13 46 27.32

08 33 24.90 25.16 + 0.26 48 27.90

50 18 24.41 25.50 + 1.09 50 28.46

52 27 26.54 25.83 - 0.71 52 28.99

54 25 25.61 26.14 + 0.53 54 29.50

56 11 26.33 26.43 + 0.10 56 29.97

58 4 26.45 26.69 + 0.24 53 30.42

60 7 27.33 26.95 - 0.43 60 30.85

62 2 26.80 27.18 + 0.38 62 31.30

64 3 26.43 27.41 + 0.98 64 31.65

66 1 28.00 27.61 - 0.39 66 32.03

68 — — 27.81 ・- 68 32.37

70 — — 27.99 — 70 32,69

72 ・- — 28.16 — 72 33.02

74 2 28.80 28.32 - 0.48 74 33.33

76 1 28.50 28.46 - 0.04 76 33.63

第4翻
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